
 

 Ⅴ 教育局別の状況 

  (1) 平均正答率 

 

 

 

 

 小学校 

国 語 算 数 

理 科 

Ａ「知識」 Ｂ「活用」 Ａ「知識」 Ｂ「活用」 

全全全全    国国国国    70.070.070.070.0    65.465.465.465.4    75.275.275.275.2    45.045.045.045.0    60.860.860.860.8    

京都府京都府京都府京都府    72.172.172.172.1    67.567.567.567.5    77.677.677.677.6    47.547.547.547.5    62.262.262.262.2    

乙乙乙乙    訓訓訓訓    75.375.375.375.3    69696969....7777    80.80.80.80.0000    50.450.450.450.4    63.63.63.63.5555    

山山山山    城城城城    70.970.970.970.9    64.564.564.564.5    77.477.477.477.4    47.47.47.47.1111    60.360.360.360.3    

南南南南    丹丹丹丹    68.768.768.768.7    64.064.064.064.0    75.975.975.975.9    44.44.44.44.8888    57.857.857.857.8    

中中中中    丹丹丹丹    72.572.572.572.5    71.171.171.171.1    79.279.279.279.2    49.649.649.649.6    61.61.61.61.7777    

丹丹丹丹    後後後後    71.71.71.71.5555    66.766.766.766.7    77.277.277.277.2    45.45.45.45.5555    59.959.959.959.9    

        

中学校 

国 語 数 学 

理 科 

Ａ「知識」 Ｂ「活用」 Ａ「知識」 Ｂ「活用」 

全国全国全国全国    75.875.875.875.8    65.865.865.865.8    64.464.464.464.4    41.641.641.641.6    53.053.053.053.0    

京都府京都府京都府京都府    76.776.776.776.7    66.566.566.566.5    65.365.365.365.3    42.542.542.542.5    52.652.652.652.6    

乙訓乙訓乙訓乙訓    77.77.77.77.8888    69.669.669.669.6    69.69.69.69.6666    48.48.48.48.2222    56.356.356.356.3    

山城山城山城山城    75.875.875.875.8    65.165.165.165.1    65.65.65.65.0000    41.41.41.41.6666    50.650.650.650.6    

南丹南丹南丹南丹    77776666....0000    65.765.765.765.7    63.163.163.163.1    39.739.739.739.7    51.051.051.051.0    

中丹中丹中丹中丹    75.75.75.75.5555    66.866.866.866.8    62.862.862.862.8    39.839.839.839.8    50.950.950.950.9    

丹後丹後丹後丹後    77.577.577.577.5    66.66.66.66.5555    64.464.464.464.4    39.839.839.839.8    52.52.52.52.8888    

   

(2) 児童生徒の学力状況（正答数分布状況より） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 次の正答数分布状況グラフは、児童生徒をその正答数によりＡ層からＤ層ま 

での４群に分け、それぞれの人数の比率を示したものです。 

○ 各教科・各年度の平均正答数以上の児童生徒をＡ層（上位）、Ｂ層（下

位）、平均正答数未満の児童生徒をＣ層（上位）、Ｄ層（下位）にそれぞれ二

分割して分析します。 

 例えば小学校国語Ａの出題数は1４問あり、全国の平均正答数が9.8問です。 

したがって、０～4問がＤ層、5～9問がＣ層、10～11問がＢ層、12～14問 

がＡ層となります。  

○ 府内各地域の状況を教育局別の平均正答率で示しています。 

○ 各教育局別の平均正答率は、小学校、中学校ともに概ね全国平均を上回るか 

それに近い値ですが、教科毎にみると一部にやや課題が見られます。 
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